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会か
い

報ほ
うカ障

し ょ う れ ん

連﹁わ﹂
第
だい

13回
かい

　日
にほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会

横
よこはま

浜全
ぜんこくたいかい

国大会案
あんない

内
テーマ：『互

たが

いの弱
よわ

さを認
みと

め合
あ

い、共
とも

に生
い

きよう』
あの痛

いた

ましい相
さ が み は ら

模原障
しょうがいしゃ

害者施
し せ つ

設殺
さっしょう

傷事
じ け ん

件を振
ふ

り返
かえ

りながら「共
とも

に生
い

きること」を横
よこはま

浜から発
はっしん

信していきます。

日
にち

　時
じ

：2018年
ねん

10月
がつ

20日
か

（土
ど

）・21日
にち

（日
にち

）

会
かい

　場
じょう

：聖
せいこう

光学
がくいん

院中
ちゅうがっこう

学校高
こうとう

等学
がっこう

校
〒231-0837　横

よ こ は ま し

浜市中
な か く

区滝
た き の う え

之上100番
ば ん ち

地

参
さ ん か ひ

加費：2,000円
えん

　懇
こんしんかい

親会費
ひ

：2,000円
えん

【主
しゅさい

催】日
に ほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会（カ障
しょうれん

連）　　カ障
しょうれん

連横
よこはま

浜全
ぜんこくたいかい

国大会実
じっこう

行委
い い ん か い

員会

【協
きょうりょく

力】横
よこはま

浜教
きょうく

区福
ふ く し

祉委
い い ん か い

員会　　（宗
しゅう

）カトリック中
ちゅうおう

央協
きょうぎかい

議会　カリタスジャパン

プログラム

2018年
ねん

10 月
がつ

20 日
か

（土
ど

）第
だい

１日
にち め

目

10：30　カ障
しょうれんそうかいうけつけ

連総会受付（ラ・ムネ・ホール）

11：00 〜 12：00

　　　　  カ障
しょうれんそうかい

連総会（ラ・ムネ・ホール）

11：30　大
たいかい

会受
うけつけ

付（ラ・ムネ・ホール）

12：30　開
かいかいしき

会式（ラ・ムネ・ホール）

13：00　基
きちょう

調講
こうえん

演（ラ・ムネ・ホール）

15：00　分
ぶ ん か か い

科会（各
かくきょうしつ

教室）

17：00　懇
こんしんかい

親会（食
しょくどう

堂）

19：00　終
しゅうりょう

了（各
か く じ

自のホテルへ）

10月
がつ

21 日
にち

（日
にち

）第
だい

２日
か め

目

９：30 〜 11：00

　　　　  全
ぜんたいかい

体会（ラ・ムネ・ホール）

11：00 〜 11：30

　　　　  休
きゅうけい

憩（物
ぶっぱん

販などお楽
たの

しみください）

11：30　ミサ（ラ・ムネ・ホール）

主
しゅ

司
し し き

式　梅
うめむら

村昌
まさひろ

弘横
よこはま

浜教
きょうく

区司
しきょう

教

前
ま え だ

田万
まんよう

葉大
おおさか

阪教
きょうく

区大
だいしきょう

司教

12：30　閉
へいかいしき

会式　大
たいかい

会宣
せんげん

言

次
じ か い

回開
か い さ い ち

催地へ引
ひ

き継
つ

ぎ

13：00　解
かいさん

散

第
だい

13回
かい

　日
にほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会

横
よこはま

浜全
ぜんこくたいかい

国大会案
あんない

内
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　第
だい

13 回
かい

カ障
しょうれん

連横
よこはま

浜大
たいかい

会案
あんない

内

2018 横
よこはま

浜大
たいかい

会へのご参
さんか

加を！
「互

たが

いの弱
よわ

さを認
みと

め合
あ

い、共
とも

に生
い

きよう」
カ障

しょうれん

連横
よこはま

浜全
ぜんこくたいかい

国大会・実
じっこう

行委
いいんかい

員会一
いちどう

同

　2018 年
ねん

10 月
がつ

20 日
か

（土
ど

）〜 21 日
にち

（日
にち

）、神
か な が わ け ん

奈川県横
よこはまし

浜市で第
だい

13 回
かい

カ障
しょうれん

連大
たいかい

会が開
かいさい

催されます。
私
わたし

たち実
じっこう

行委
いいんかい

員会は 2015 年
ねん

の札
さっぽろ

幌大
たいかい

会閉
へいかいしき

会式の際
さい

には「横
よこはま

浜で正
せいしき

式決
けってい

定」がなされていない状
じょうたい

態
から始

はじ

まりました。札
さっぽろ

幌大
たいかい

会の様
よう す

子はおろか今
いま

までの大
たいかい

会に参
さん か

加した事
こと

のない実
じっこう

行準
じゅんび

備委
いい ん

員も多
おお

く、
文
も じ ど お

字通り「手
てさぐ

探り」の状
じょうたい

態からスタートしました。
　2016 年

ねん

になり、江
え ど

戸会
かいちょう

長はじめカ障
しょうれん

連事
じむきょく

務局の皆
みなさま

様と実
じっこう

行準
じゅんび

備委
いい ん

員と一
いっしょ

緒に、横
よこはま

浜司
しきょう

教館
かん

へ梅
うめむら

村
司
しきょう

教様
さま

を訪
ほうもん

問し、正
せいしき

式に受
う

け入
い

れて下
くだ

さってから本
ほんかくてき

格的に「実
じっこう

行準
じゅんび

備委
いいんかい

員会」が立
た

ち上
あ

がり、そこか
ら 2017 年

ねん

に「カ障
しょうれん

連横
よこはま

浜全
ぜんこくたいかい

国大会実
じっこう

行委
いいんかい

員会」として正
せいしき

式に発
ほっそく

足しました。
　相

さがみはら

模原であの痛
いた

ましい障
しょうがいしゃ

害者施
しせ つ

設殺
さっしょう

傷事
じけ ん

件が起
お

こったこともあり、実
じっこう

行委
いい ん

員一
ひと り ひ と り

人一人が「障
しょうがい

害とは
何
なに

か」「優
ゆうせい

生思
しそ う

想とは何
なに

か」という問
と

いを深
ふか

めながら準
じゅんび

備を進
すす

め、ここまで来
こ

られたと感
かん

じています。
その歩

あゆ

みはお世
せ じ

辞にもスマートと言
い

えるものではなく、泥
どろくさ

臭いものでした。カ障
しょうれん

連とのコミュニケー
ションが上

う ま

手く図
はか

れない時
とき

もありました。
　しかし、その歩

あゆ

みの一
ひと

つ一
ひと

つが、この大
たいかい

会のテーマでもある「共
とも

に生
い

きる」ことであり、「互
たが

いの弱
よわ

さを認
みと

め合
あ

う」ことだったのだと、今
いま

は思
おも

えるのです。
　基

きちょう

調講
こうえん

演の講
こう し

師を務
つと

めて下
くだ

さる安
あさ か

積遊
ゆう ほ

歩さんの歩
あゆ

みも、決
けっ

してスマートなものとは言
い

えず、多
おお

くの
悲
かな

しみや苦
くる

しみ、痛
いた

み、涙
なみだ

なしには語
かた

れないものでした。しかしその歩
あゆ

みを越
こ

え、今
いま

は出
で あ

会う人
ひと

に
希
きぼ う

望を与
あた

える言
ことば

葉を伝
つた

え、その眼
まなざ

差しを通
とお

して生
い

きる勇
ゆうき

気を与
あた

える存
そんざい

在としてご活
かつやく

躍されています。
　皆

みなさま

様、私
わたし

たち一
ひと り ひ と り

人一人の中
なか

の「弱
よわ

さ」や「痛
いた

み」に気
き づ

付き、この大
たいかい

会の中
なか

で他
ほか

の人
ひと

や自
じぶ ん じ し ん

分自身とよ
り深
ふか

く「出
で あ

会って」みませんか？
　私
わたし

たち実
じっこう

行委
いいんかい

員会、そして横
よこはま

浜教
きょうく

区信
しん と

徒一
ひと り ひ と り

人一人、大
たいかい

会まで心
こころ

を込
こ

めて全
ぜんりょく

力で準
じゅんび

備を進
すす

めております。
横
よこはま

浜で皆
みな

さまと出
で あ

会い、分
わ

かち合
あ

える、その時
とき

を楽
たの

しみにお待
ま

ちしております！

第
だい

13 回
かい

日
にほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会横
よこはま

浜全
ぜんこくたいかい

国大会へのお誘
さそ

い
日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会　会
かいちょう

長　江
え ど

戸　　徹
とおる

＋　主
しゅ

の平
へい わ

和
　日

ひごろ

頃は日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会に対
たい

し、ご理
りかい

解とご支
しえん

援をいただきまして感
かんしゃ

謝申
もう

し上
あ

げます。
　日

にほん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会は、３年
ねん

に１度
ど

、総
そうかい

会と共
とも

に全
ぜんこくたいかい

国大会を開
かいさい

催してきました。そして、
今
ことし

年 10 月
がつ

20 日
か

・21日
にち

に第
だい

13 回
かい

日
にほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会全
ぜんこくたいかい

国大会が「互
たが

いの弱
よわ

さを認
みと

め合
あ

い、共
とも

に生
い

きよう」をテーマに横
よこはま

浜で開
かいさい

催されます。
　1981 年

ねん

に教
きょうこう

皇ヨハネ・パウロ２世
せい

来
らいにち

日の際
さい

、全
ぜんこく

国の障
しょうがいしゃ

害者リーダーが集
あつ

まり、1982 年
ねん

に京
きょうと

都で
カ障

しょうれん

連の創
そうりつ

立大
たいかい

会が開
かいさい

催されました。以
いら い

来、全
ぜんこく

国の仲
なか ま

間がそれぞれ自
じぶ ん

分の抱
かか

えている苦
くる

しみを、集
つど

い、
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分
わ

かち合
あ

うことによって、一
ひと り

人ひとりが地
ちい き

域社
しゃかい

会の中
なか

で自
じぶ ん

分らしく活
い

き活
い

きとした生
せいかつ

活が出
で き

来るよう
霊
れいてき

的な支
ささ

え合
あ

いと教
きょうかい

会、社
しゃかい

会に働
はたら

きかける使
しめい

命を見
み

いだすことが、この大
たいかい

会の目
もくてき

的ともいえます。
　私
わたし

は、2015 年
ねん

札
さっぽろ

幌大
たいかい

会の総
そうかい

会に於
お

いて第
だい

12 期
き

会
かいちょう

長を拝
はいめい

命し、カ障
しょうれん

連のシンボルマークにあるよ
うに一

ひと り

人ひとりが集
あつ

まってひとつの輪
わ

になり互
たが

いに支
ささ

え合
あ

い、キリストの精
せいしん

神によって共
とも

に歩
あゆ

むこと
ができるよう、各

かく

教
きょうく

区にカ障
しょうれん

連組
そ し き

織を増
ふ

やしていくことができるよう活
かつどう

動します、と以
い か

下のように
「基

きほん

本方
ほうしん

針」を立
た

てました。
１．全

ぜん

小
しょう

教
きょうく

区に障
しょうがい

害に対
たい

するアンケート調
ちょうさ

査を行
おこな

い、一
ひと り

人でも多
おお

くの困
こんなん

難を抱
かか

えた障
しょうがいしゃ

害者を探
さが

し出
だ

す
取
と

り組
く

みをします。
２．障

しょうがい

害のある仲
なか ま

間が集
つど

い、互
たが

いに信
しんこう

仰を深
ふか

め、支
ささ

え合
あ

うカ障
しょうれん

連の立
た

ち上
あ

げを各
かく

教
きょうく

区に働
はたら

きかけてい
きます。
３．障

しょうがい

害について相
そう ご

互に理
りか い

解できるよう「障
しょうがいしゃ

害者の権
けん り

利条
じょうやく

約」と「障
しょうがいしゃ

害者差
さべ つ

別解
かいしょうほう

消法」の研
けんしゅうかい

修会を
実
じっし

施していただけるよう司
しきょうだん

教団にお願
ねが

いをする。
　この基

きほん

本方
ほうしん

針をもとに、今
こんき

期、第
だい

12 期
き

を進
すす

めてまいりました。横
よこはま

浜大
たいかい

会では基
きほん

本方
ほうしん

針の進
しんちょく

捗報
ほうこく

告を
するとともに今

こんご

後の課
かだい

題などを話
はな

し合
あ

えたらと思
おも

います。
　横

よこはま

浜では、「カ障
しょうれん

連横
よこはま

浜全
ぜんこくたいかい

国大会実
じっこう

行委
いいんかい

員会」を組
そし き

織し話
はな

し合
あ

いを重
かさ

ね着
ちゃくちゃく

々と準
じゅんび

備が進
すす

められていま
す。大

たいかい

会の概
がいよう

要も決
き

まり、全
ぜんこく

国の皆
みなさま

様にご案
あんない

内できるようになりました。横
よこはま

浜でお目
め

にかかれること
を楽

たの

しみにしております。
　最

さい ご

後になりましたが、梅
うめむら

村司
しきょう

教様
さま

をはじめ横
よこはま

浜教
きょうく

区の信
しん と

徒の皆
みなさま

様、司
しさ い

祭団
だん

の皆
みなさま

様、そして会
かいじょう

場とし
てご協

きょうりょく

力いただきます聖
せいこう

光学
がくいん

院中
ちゅうがっこう

学校高
こうとう

等学
がっこう

校関
かんけい

係の皆
みなさま

様のご厚
こうじょう

情をいただきまして、私
わたし

どもの日
にほ ん

本
カトリック障

しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会（略
りゃくしょう

称、カ障
しょうれん

連）の第
だい

13 回
かいたいかい

大会開
かいさい

催をご当
とうち

地で受
う

け入
い

れていただきます
ことを心

こころ

から感
かんしゃ

謝し、御
おれい

礼を申
もう

し上
あ

げます。
　さあ、ご一

いっしょ

緒に、互
たが

いの弱
よわ

さを認
みと

め合
あ

い、そして共
とも

に生
い

きようではありませんか！
〜神
かみ

に感
かんしゃ

謝〜

全
ぜんこく

国のみなさま　こんにちは！
カ障

しょうれん

連横
よこはま

浜全
ぜんこくたいかい

国大会実
じっこう

行委
いいんちょう

員長　久
く ぼ

保　　肇
はじめ

＋　主
しゅ

の平
へい わ

和
　全
ぜんこく

国の皆
みなさま

様、札
さっぽろ

幌大
たいかい

会から早
はや

くも３年
ねん

が経
た

ちますが、皆
みなさま

様には変
か

わりなく元
げんき

気でお過
す

ごしでしょうか。
　カ障

しょうれん

連横
よこはま

浜全
ぜんこくたいかい

国大会実
じっこう

行委
いいんかい

員会は、立
た

ち上
あ

がりが遅
おそ

い状
じょうたい

態から始
しど う

動しましたが、少
すこ

しずつ様
さまざま

々な
教
きょうかい

会からメンバーが集
あつ

まり、横
よこはま

浜なりの進
すす

め方
かた

で、一
ひと

つ一
ひと

つ確
かくにん

認しながらゆっくりではありましたが、
着
ちゃくちゃく

々と準
じゅんび

備を進
すす

めることが出
で き

来ました。
　カ障

しょうれん

連役
やくいんかい

員会からの叱
しったげきれい

咤激励も時
とき

にはあり、名
な ご や

古屋からも江
え ど

戸会
かいちょう

長をはじめ三
さんやく

役が実
じっこう

行委
いいんかい

員会に
出
しゅっせき

席され、横
よこはま

浜教
きょうく

区の地
ち く

区教
きょうかい

会委
いい ん

員の方
かたがた

々や横
よこはま

浜教
きょうく

区福
ふく し

祉委
いいんかい

員会のご協
きょうりょく

力により、ようやく開
かいさい

催の運
はこ

びとなりました。
　大

たいかいまえ

会前には、様
さまざま

々なチャリティコンサート、講
こうえんかい

演会やボランティア研
けんしゅうかい

修会を実
じっ し

施し、また全
ぜんこく

国の
聴
ちょうかく

覚障
しょうがいしゃ

害者の会
かい

へ手
しゅ わ

話通
つうやくしゃ

訳者のご協
きょうりょく

力をお願
ねが

いして、今
こんかい

回もたくさんご参
さん か

加いただくことができまし
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た。今
こんかい

回も障
しょうがいしゃ

害者への交
こうつうひ

通費援
えんじょ

助のために、多
おお

くの方
かたがた

々から心
こころ

からのご寄
き ふ

付をいただきましたことを
ここに改

あらた

めてお礼
れい

申
もう

し上
あ

げます。
　横

よこはま

浜教
きょうく

区での大
たいかい

会として、あの痛
いた

ましい相
さがみはら

模原障
しょうがいしゃ

害者施
しせ つ

設殺
さっしょう

傷事
じけ ん

件を振
ふ

り返
かえ

り、互
たが

いの弱
よわ

さを認
みと

め
合
あ

い、参
さんかしゃ

加者一
ひと り ひ と り

人一人が横
よこはま

浜から「共
とも

に生
い

きることの大
たいせつ

切さ」を発
はっしん

信して、全
ぜんこく

国に向
む

けて繋
つな

いでいく
大
たいかい

会となることを願
ねが

っています。
　今
こんかい

回の基
きちょう

調講
こうえん

演は、講
こうし

師に安
あさか

積遊
ゆう ほ

歩さんをお迎
むか

えします。安
あさか

積さんは骨
ほね

がもろく折
お

れやすい「骨
こつ

形
けいせい

成
不
ふぜ ん

全症
しょう

」という障
しょうがい

害をもちながら、日
にほ ん

本、そして世
せか い

界を飛
と

び回
まわ

り、障
しょうがい

害がある人
ひと

もない人
ひと

も、女
じょせい

性も
男
だんせい

性も、高
こうれいしゃ

齢者も若
わか

い人
ひと

も、誰
だれ

もが人
じんけん

権を尊
そんちょう

重され、皆
みな

が尊
そんげん

厳をもって生
い

きていける社
しゃかい

会をつくるた
めの希

きぼう

望にあふれるメッセージを届
とど

けています。
　そんな遊

ゆうほ

歩さんのお話
はなし

を一
いっしょ

緒に分
わ

かち合
あ

ってみませんか。
　全
ぜんこく

国からたくさんのご参
さんか

加をお待
ま

ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　　感
かんしゃ

謝のうちに。

　「優
ゆうせい

生思
しそ う

想が隅
すみずみ

々までいきわたっている社
しゃかい

会では（中
ちゅうりゃく

略）障
しょう

がいをもつ人
ひと

が幸
しあわ

せになれるはずはあ
りません。でも私

わたし

は、自
じぶ ん

分中
ちゅうしん

心の発
はっそう

想で争
あらそ

ったり奪
うば

い合
あ

ったり、自
じ こ

己責
せきにん

任を口
こうじつ

実に人
ひと

と関
かか

わらない
社
しゃかい

会ではなく、助
たす

け合
あ

い、分
わ

かち合
あ

い、関
かか

わり合
あ

う社
しゃかい

会になれば、私
わたし

たちも幸
しあわ

せになれるのではない
か、と活

かつどう

動してきました。（ホームページ『遊
ゆう ほ

歩と宇
う み

宙の「自
じぶ ん

分がきらい」から「自
じぶ ん

分がすき」になる
相
そうだんしつ

談室』より）
　そんな遊

ゆうほ

歩さんの話
はなし

を皆
みな

で分
わ

かち合
あ

ってみませんか？

《会
かいじょう

場地
ち ず

図》
JR 根

ねぎしせん

岸線山
やま て

手駅
えき

から徒
と ほ

歩８分
ふん

です。

※駐
ちゅうしゃじょう

車場に限
かぎ

りがあります。
　できるだけ公

こうきょう

共交
こうつう

通機
きか ん

関をご利
りよう

用ください。

基
きちょう

調講
こうえん

演　講
こうえん

演：安
あさか

積　遊
ゆうほ

歩さん

　1956 年
ねん

福
ふくしまけん

島県に生
う

まれ、生
せい ご

後約
やく

40 日
にち

で骨
こつ

形
けいせい

成不
ふ ぜ ん

全症
しょう

と診
しんだん

断される。
20代

だい

はじめから障
しょうがいしゃ

害者運
うんどう

動にかかわる。1983 年
ねん

10 月
がつ

から半
はんとしかん

年間、障
しょうがい

害
をもつ人

ひと

のためのサービス機
き か ん

関として先
せんくてき

駆的なアメリカのバークレー
自
じり つ

立生
せいかつ

活センターで研
けんしゅう

修を受
う

け、ピア・カウンセリングを日
にほ ん

本に紹
しょうかい

介す
る。障

しょうがい

害をもつ人
ひと

の自
じり つ

立をサポートする「CIL くにたち援
えんじょい

助為センター」
（東
とうきょう

京・国
くにたち

立）および、フィリピンの子
こ

どもたちを支
しえ ん

援する「グループ LINK」の代
だいひょう

表を歴
れきにん

任。お
もな編

へんちょ

著書
しょ

に『障
しょうがい

害のある私
わたし

たちの地
ち い き

域で出
しゅっさん

産、地
ち い き

域で子
こ そ だ

育て——11 の家
か ぞ く

族の物
ものがたり

語』（共
きょうちょ

著・
生
せいかつ

活書
しょいん

院）『ピア・カウンセリングという名
な

の戦
せんりゃく

略』（共
きょうちょ

著・育
いくえい

英舎
しゃ

）訳
やくしょ

書に『ありのままの自
じぶ ん

分
がいい』（共

きょうやく

訳・クレア・パターソン著
ちょ

・太
たろ う

郎次
じろ う

郎社
しゃ

）『自
じぶ ん

分を好
す

きになる本
ほん

』（共
きょうやく

訳・パット・パ
ルマー著

ちょ

・径
こみち

書
しょぼう

房）等
など

がある。（著
ちょしょ

書『車
くるま

イスからの宣
せんせんふこく

戦布告』著
ちょしゃ

者紹
しょうかい

介より引
いんよう

用含
ふく

む）
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分
ぶんかかい

科会テーマ
　下

か き

記を読
よ

み、参
さんか

加を希
きぼう

望する分
ぶんかかい

科会について、必
かなら

ず第
だい

１希
きぼ う

望と第
だい

２希
きぼ う

望を申
もうしこみしょ

込書に記
きにゅう

入して下
くだ

さい。

① 他
ほか

の障
しょうがい

害と出
で あ

会ってみよう

　私
わたし

たちは、自
じぶ ん

分の障
しょうがい

害や問
もんだい

題には向
む

き合
あ

っていても、他
ほか

の障
しょうがい

害についてどれだけ理
りか い

解があるでしょうか？この

機
きかい

会に他
ほか

の障
しょうがい

害について語
かた

り合
あ

い「出
で あ

会って」みませんか？

② 苦
くろ う

労や生
い

き辛
づら

さを語
かた

り合
あ

おう

　自
じぶ ん

分の障
しょうがい

害だけでなく、例
たと

えば家
かぞ く

族や親
しんるい

類の中
なか

に障
しょうがい

害があるということでも、様
さまざま

々な苦
くろ う

労があったのではないで

しょうか？それは信
しんこう

仰生
せいかつ

活を送
おく

る上
うえ

での苦
くろ う

労かもしれません。また最
さいきん

近は目
め

に見
み

える障
しょうがい

害だけではなく、一
いっけん

見気
き

づ

きにくい障
しょうがい

害（依
いぞんしょう

存症も含
ふく

む）もクローズアップされています。それぞれの苦
くろう

労やしんどさを語
かた

り合
あ

ってみませんか。

③ 共
とも

に歌
うた

い、互
たが

いの足
あし

を洗
あら

おう

　テゼの集
あつ

まりで使
つか

われる簡
かんたん

単な歌
うた

を用
もち

いながら、ゆるしと和
わかい

解の象
しょうちょう

徴である「洗
せんぞく

足」を、ラルシュ共
きょうどうたい

同体のやり方
かた

で、

知
ちてき

的障
しょうがい

害をもつメンバーと一
いっしょ

緒に味
あじ

わってみませんか？

④ 排
はいじょ

除のない多
たようせい

様性社
しゃかい

会をめざして（カリタスジャパンメンバー担
たんとう

当）

　相
さがみはら

模原事
じけ ん

件で言
い

われた「優
ゆうせい

生思
しそ う

想」の真
まぎゃく

逆にあるのが「多
たようせい

様性を認
みと

めていく」という事
こと

だと思
おも

います。どうすれ

ばこの多
たようせい

様性が尊
そんちょう

重される社
しゃかい

会が築
きず

けるのでしょうか？共
とも

に分
わ

かち合
あ

ってみませんか？

⑤ 「隣
りんじん

人になる」ことについて考
かんが

えよう

　聖
せいしょ

書にある「隣
りんじん

人になる」とは、何
なん

でしょうか？「助
たす

けてあげる、助
たす

けてもらう」以
いじょう

上の意
い み

味があるかもしれません。

また、隣
りんじん

人になりたくてもなれない辛
つら

さもあるかもしれません。共
とも

に考
かんが

えてみませんか。

⑥ 「いやし」の場
ばめん

面を分
わ

かち合
あ

おう

　聖
せいしょ

書の中
なか

に、さまざまな「いやし」の場
ばめ ん

面が出
で

てきます。あなたの好
す

きな場
ばめ ん

面、そしてそこにある思
おも

い。共
とも

に味
あじ

わい分
わ

かち合
あ

ってみませんか？

⑦ 生
せい

と死
し

を考
かんが

えよう

　より良
よ

く生
い

きること、より良
よ

く死
し

ぬこと。どうしたら自
じぶ ん

分の生
せい

を豊
ゆた

かに全
まっと

うできるのか。自
じぶ ん

分に与
あた

えられた賜
たまもの

物

や出
で き ご と

来事を基
もと

に、祈
いの

り一
いっしょ

緒に考
かんが

えてみませんか。

⑧ 教
きょうかい

会は障
しょうがい

害とどう歩
あゆ

むか

　カ障
しょうれん

連が 2017 年
ねん

に全
ぜん

カトリック教
きょうかい

会を対
たいしょう

象に行
おこな

ったアンケートによると、障
しょうがい

害がある信
しん と

徒が教
きょうかい

会に行
い

けない

状
じょうきょう

況が未
いま

だにあるということが分
わ

かっています。教
きょうかい

会として障
しょうがい

害とどう歩
あゆ

んでいくか、一
いっしょ

緒に考
かんが

えてみませんか。

⑨ フリートーク・フリータイム

　仕
しご と

事や生
せいかつ

活の場
ば

、恋
れんあい

愛や結
けっこん

婚についてざっくばらんに話
はな

したり、好
す

きな歌
うた

やダンスを披
ひろ う

露したり…皆
みな

と自
じゆ う

由に

時
じかん

間を過
す

ごしてみませんか？
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　お申
もう

し込
こ

み、お問
と

い合
あ

わせ先
さき

第
だい

13 回
かい

カ障
しょうれん

連横
よこはま

浜全
ぜんこくたいかい

国大会実
じっこう

行委
いいんかい

員会事
じむきょく

務局：横
よこい

井圭
けいすけ

介
（電

でんわ

話）090-9939-9086　（FAX）054-294-8070
（E-mail）kashourenyokohama@gmail.com
①�お申

もう

し込
こ

みは、参
さんかしゃ

加者・付
つきそい

添者
しゃ

も各
かく じ

自一
ひと り

人につき１枚
まい

「参
さん か

加申
もうしこみしょ

込書」に記
きにゅう

入の上
うえ

、上
じょうき

記へFAXまたはメー
ルでお申

もう

し込
こ

みください。申
もう

し込
こ

み用
よう し

紙が不
ふそく

足するときは、コピーをお願
ねが

い致
いた

します。
※�申

もう

し込
こ

みと同
どう じ

時に参
さ ん か ひ

加費・懇
こんしんかい

親会費
ひ

・昼
ちゅうしょく

食弁
べんとうだい

当代の振
ふりこみ

込をお願
ねが

いします。振
ふり こ

込みの確
かくにん

認により正
せいしき

式
申
もう

し込
こ

みと致
いた

します。
　　　　　口

こうざ

座名
めい ぎ

義：カ障
しょうれん

連横
よこはま

浜大
たいかい

会実
じっこう

行委
いいんかい

員会
　　　　　口

こうざ

座記
きめ い

名番
ばんごう

号：00270-1-103405
※通
つうしんらん

信欄に「横
よこはま

浜大
たいかい

会参
さ ん か ひ

加費・懇
こんしんかい

親会費
ひ

・昼
ちゅうしょく

食弁
べんとうだい

当代」と必
かなら

ず明
めい き

記してください。
※参

さんか

加受
うけつけ

付は、郵
ゆうびんきょく

便局からの払
はらいこみ

込取
とりあつかい

扱票
ひょう

で入
にゅうきん

金を確
かくにん

認し、受
うけつけ

付といたします。
※申
もうしこ

込み振
ふりこみ

込締
しめきりび

切日　2018 年
ねん

８月
がつ

31 日
にち

（金
きん

）必
ひっちゃく

着
②�参

さん か

加取
と

り消
け

しについて
　参

さ ん か ひ

加費を送
そうきん

金した後
あと

に参
さん か

加を取
と

り消
け

す場
ばあ い

合、次
つぎ

の条
じょうけん

件で返
へんきん

金いたします。
　（ア）申

もう

し込
こ

み〜９月
がつ

26 日
にち

（水
すい

）まで全
ぜんがく

額返
へんきん

金（送
そうきん

金手
てすうりょう

数料を除
のぞ

く）
　（イ）�９月

がつ

27 日
にち

（木
もく

）以
い こ う

降の取
と

り消
け

しと連
れんらく

絡なしの場
ばあ い

合は、送
そうきんがく

金額の全
ぜんがく

額をキャンセル料
りょう

として
領
りょうしゅう

収いたします。返
へんきん

金はありません。
※�宿

しゅくはく

泊は別
べっ し

紙を参
さんこう

考に各
かく じ

自直
ちょくせつ

接お申
もう

し込
こ

みください。難
むずか

しい方
ほう

は後
あと

ページ、オプショナルツアーで
掲
けいさい

載されているタビックスジャパン・松
まつもと

本さんまでご連
れんらく

絡ください。
※宿

しゅくはく

泊解
かいやく

約をされる方
かた

は、各
かくじ

自で取
と

り消
け

しを忘
わす

れないよう、ご留
りゅうい

意ください。
③駐

ちゅうしゃじょう

車場について
　駐

ちゅうしゃじょう

車場に限
かぎ

りがあります。できるだけ公
こうきょう

共交
こうつう

通機
きか ん

関のご利
りよう

用をお願
ねが

いします。
④ 20日

か

（土
ど

）11：00〜 12：00　カ障
しょうれん

連総
そうかい

会について
　総

そうかい

会は３年
ねん

に１回
かい

行
おこな

われます。
　内
ないよう

容は、１．活
かつどう

動計
けいかく

画及
およ

び予
よさ ん

算に関
かん

する事
じこう

項
２．活

かつどう

動報
ほうこく

告及
およ

び決
けっさん

算に関
かん

する事
じこう

項
３．規

きやく

約の制
せいてい

定及
およ

び改
かいはい

廃に関
かん

する事
じこう

項
４．役

やくいん

員の承
しょうにん

認
５．その他

ほか

会
かいちょう

長が付
ふ ぎ

議した事
じこう

項
　に関

かん

して話
はな

し合
あ

われます。
⑤�本

ほんたいかい

大会では障
しょうがい

害のある人
ひと

もない人
ひと

もミサへの完
かんぜん

全参
さん か

加が出
で き

来るように、というカ障
しょうれん

連の理
りね ん

念に基
もと

づ
き、大

たいかい

会参
さん か

加にあたり交
こうつうひ

通費の支
ししゅつ

出が困
こんなん

難な方
かた

のために、可
かの う

能な限
かぎ

り交
こうつうひ

通費補
ほじ ょ

助をいたします。ご
必
ひつよう

要な方
かた

は申
もうしこみしょ

込書の「交
こうつうひ

通費」欄
らん

にご記
きさい

載ください。
⑥申

もうしこみ

込 FAX番
ばんごう

号　事
じむきょく

務局　054-294-8070　８月
がつ

31 日
にち

迄
まで

必
ひっちゃく

着
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第
だい

13 回
かい

カ障
しょうれん

連横
よこはま

浜全
ぜんこくたいかい

国大会参
さ ん か

加申
もうしこみしょ

込書（参
さんかしゃ

加者一
ひと り

人につき１枚
まい

）

フリガナ 該
がいとう

当を〇で囲
かこ

って下
くだ

さい 男
だんせい

性・女
じょせい

性 歳
さい

氏
し

　　名
めい

所
しょぞく

属 教
きょうく

区　　　　　　教
きょうかい

会

住
じゅう

　　所
しょ 〒　　　　　　　　　　　都

と

・道
どう

・府
ふ

・県
けん

連
れん

 絡
らく

 先
さき TEL・携

けいたい

帯番
ばんごう

号・FAX E-mail

大
たいかい

会参
さんかちゅう

加中の緊
きんきゅう

急連
れんらくさき

絡先 氏
しめ い

名 続
ぞくがら

柄
TEL・携

けいたい

帯番
ばんごう

号

障
しょうがい

害状
じょうきょう

況
（右
みぎ

欄
らん

の該
がいとう

当項
こうもく

目を
○で囲

かこ

んでください）

障
しょう

害
がい

有
あり

（手
てちょう

帳をお持
も

ちの場
ばあい

合：等
とうきゅう

級＿＿＿種
しゅ

＿＿＿級
きゅう

）・無
なし

種
しゅ

別
べつ

肢
した い

体、視
しかく

覚、聴
ちょうかく

覚、内
ない ぶ

部、知
ちてき

的、精
せいしん

神、発
はったつ

達、左
さ き

記以
いが い

外（　　　　　　　　　　　）

補
ほ

装
そう

具
ぐ

車
くるま

イス（電
でんどう

動・手
しゅどう

動）、杖
つえたぐい

類、盲
もうどうけん

導犬、左
さ き

記以
いが い

外（　　　　　　　　　　　　　　　）

伝
でんたつ

達手
しゅだん

段 通
つうじょう

常会
かい わ

話、口
こうわ

話、手
しゅわ

話、筆
ひつだん

談、点
てんじ

字、音
おんせい

声、左
さ き

記以
いが い

外（　　　　　　　　　　　　）

要
ようぼう

望事
じこ う

項など
（アレルギーなど）
★視

し か く

覚障
しょうがい

害の方
かた

等
など

の
　大

たいかい

会資
しりょう

料

点
てん じ

字資
しりょう

料希
きぼ う

望　音
おんせい

声資
しりょう

料希
きぼ う

望　電
でんし

子データ希
きぼう

望
（希

きぼう

望される場
ばあい

合は○で囲
かこ

んでください）

駐
ちゅうしゃじょう

車場を希
きぼう

望する方
かた

はご記
きにゅう

入ください
（バスは代

だいひょうしゃ

表者のみご記
きにゅう

入下
くだ

さい）

大
おおがた

型バス　　　　台
だい

　　車
しゃばん

番
中
ちゅうがた

型バス　　　　台
だい

普
ふつ う

通乗
じょうようしゃ

用車　　　台
だい

10 月
がつ

20 日
か

　11：00〜 12：00カ障
しょうれん

連総
そうかい

会に 参
さんか

加する　　　・　　　参
さんか

加しない

分
ぶんかかい

科会の参
さんか

加希
きぼ う

望を〇で囲
かこ

ってください
（第
だい

２希
きぼ う

望まで必
かなら

ずご記
きにゅう

入ください）
第
だい

１希
きぼ う

望　１・２・３・４・５・６・７・８・９
第
だい

２希
きぼ う

望　１・２・３・４・５・６・７・８・９

付
つき

　添
そい

　者
しゃ

氏
しめ い

名 男
だんせい

性・女
じょせい

性
※付

つきそい

添者
しゃ

も申
もうしこみしょ

込書をご記
きにゅう

入下
くだ

　さい

参
さん

　加
か

　費
ひ

大
たいかい

会参
さ ん か ひ

加費（　）2,000 円
えん

　（注
ちゅう

）１日
にち

だけの参
さんか

加も 2,000 円
えん

となります
懇
こんしんかい

親会費
ひよ う

用（　）2,000 円
えん

　懇
こんしんかい

親会参
さん か

加・弁
べんとう

当が必
ひつよう

要な方
かた

はカッコ内
ない

へ○印
じるし

をしてください
20日

か

昼
ひる

弁
べんとう

当（　）700円
えん

参
さ ん か ひ

加費合
ごうけい

計記
きにゅうらん

入欄 　　　　＿＿＿＿＿＿円
えん

　　　　　　振
ふりこみ

込予
よ て い び

定日：　　月
がつ

　　日
にち

交
こう

　通
つう

　費
ひ

交
こうつうひ

通費補
ほじ ょ

助が必
ひつよう

要な方
かた

は、今
こんかい

回の交
こうつうひ

通費をご記
きにゅう

入ください。交
こうつうひ

通費の補
ほじょ

助の参
さんこう

考といたします。
尚
なお

、遠
えんかくち

隔地、障
しょうがいしゃ

害者を優
ゆうせん

先させて頂
いただ

きます。不
ふよう

要の方
かた

は、不
ふよう

要の字
じ

を〇で囲
かこ

ってください
　　　　＿＿＿＿＿＿円

えん

　・　不
ふよう

要

ボランティア可
かのう

能 車
くるま

イス・視
しかく

覚ボラ・肢
したい

体ボラ　可
かのう

能であれば○を付
つ

けて下
くだ

さい

受
うけつけ

付・参
さ ん か ひ

加費確
かくにん

認欄
らん

事
じむきょく

務局受
うけつけ

付：　　月
がつ

　　日
にち

参
さ ん か ひ

加費受
じゅりょうび

領日：　　月
がつ

　　日
にち

（この欄
らん

は記
きにゅう

入不
ふよ う

要です）
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＜近
きんぺん

辺のホテルの一
い ち ぶ

部をご案
あんない

内します＞
Ａ＝バリアーフリー対

たいおう

応か　Ｂ＝ユニバーサルルーム客
きゃくしつすう

室数

○横
よこはま

浜市
しな い

内 Ａ Ｂ （料
りょうきん

金は必
かなら

ず問
と

い合
あ

わせてください）

ナビオス横
よこはま

浜 ○ １ 045-633-6000 中
なか く

区新
しんこう

港 2-1-1 風
ふ ろ ば

呂場に段
だんさ

差あり

6,480 円
えん

〜（税
ぜいこみ

込）

エスカル × × 045-681-2141 中
なか く

区山
やました

下町
ちょう

84

9,310 円
えん

〜（税
ぜいこみ

込）

KKRポートヒル横
よこはま

浜 × × 045-621-9684 中
なか く

区山
やま て

手町
ちょう

115 洋
ようしつ

室２室
しつ

　和
わし つ

室７室
しつ

8,500 円
えん

〜（和
わしつ

室は３名
めい

まで可
かのう

能、相
あ い べ や

部屋の方
かた

はお勧
すす

めです）

アイホテル横
よこはま

浜 × × 045-253-3711 中
なか く

区弥
やよいちょう

生町 1-14-8

6,500 円
えん

〜（ホームページ予
よやく

約）

ホテルグランドサン横
よこはま

浜 × × 045-241-7551 中
なか く

区長
ちょうじゃまち

者町 8-122

5,000 円
えん

〜（ウェブ予
よやく

約）

横
よこはま

浜桜
さくらぎちょう

木町ワシントンホテル ○ ２ 045-683-3111 中
なか く

区桜
さくらぎちょう

木町 1-101-1

15,700 円
えん

〜

ホテルアイマーレ横
よこはま

浜伊
い せ ざ き ち ょ う

勢佐木町 × × 045-334-7373 南
みなみく

区永
えいらくちょう

楽町 2-21-1

4,675 円
えん

〜（早
そうき

期割
わりびき

引）

ホテルモントレ横
よこはま

浜 ○ １ 045-330-7111 中
なか く

区山
やました

下町
ちょう

6-1

12,000 円
えん

〜（早
はやわり

割）

東
とうよこ

横イン　桜
さくらぎちょう

木町 ○ ２ 045-671-1045 中
なか く

区本
ほんちょう

町 6-65

7,304 円
えん

〜（会
かいいん

員）

東
とうよこ

横イン　横
よこはま

浜スタジアム前
まえ

１ ○ ２ 045-277-1045 中
なか く

区山
やました

下町
ちょう

205-1

6,976 円
えん

〜（会
かいいん

員）

東
とうよこ

横イン　横
よこはま

浜スタジアム前
まえ

２ ○ ２ 045-664-1045 中
なか く

区山
やました

下町
ちょう

205

6,463 円
えん

〜（会
かいいん

員）

コンフォートホテル横
よこはま

浜関
かんない

内 ○ ２ 045-650-4711 中
なか く

区住
すみよし

吉町
ちょう

3-33

6,000 円
えん

〜 12,000 円
えん

○京
けいひんとうほくせん

浜東北線・根
ねぎしせん

岸線沿
えんせん

線
相
そうてつ

鉄フレッサイン鎌
かまくら

倉大
おおふな

船 ○ １ 0467-42-2031 鎌
かまくら

倉市
し

大
おおふな

船 1-26-5

15000 円
えん

〜（２人
にん

部
べ や

屋）

オンザマークス東
とうきょう

京川
かわさき

崎 ○ 18 044-221-2250 川
かわさきし

崎市川
かわさきく

崎区小
おがわまち

川町 17-1

シングル　6,500 円
えん

〜　ダブル２名
めい

　8,500 円
えん

〜

名
めいてつ

鉄イン浜
はままつちょう

松町 ○ １ 03-5472-3434 東
とうきょうと

京都港
みなとく

区浜
はままつちょう

松町１丁
ちょうめ

目 19-14

10,500 円
えん

〜

レッドルーフイン蒲
かまた

田 ○ ○ 03-6428-7490 東
とうきょうと

京都大
お お た く

田区西
にしかまた

蒲田 7-24-7

14,800 円
えん

〜（２人
にん

部
べ や

屋、シャワーは車
くるまいす

椅子でも入
はい

れるそうです）
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オプショナルツアーのご案
あんない

内　　　　　　　（締
し

め切
き

り：８月
がつ

31 日
にち

）

①中
ちゅうかがい

華街バイキングを楽
たの

しみましょう！（最
さいしょう

小催
さいこう

行人
にんずう

数：28人
にん

）

　　参
さ ん か ひ

加費用
よう

　7,800 円
えん

　◎行
こうてい

程

　　�聖
せいこう

光学
がくいん

院出
しゅっぱつ

発　⇒⇒⇒⇒　横
よこはま

浜中
ちゅうかがい

華街　中
ちゅうかがい

華街大
だい

飯
はんてん

店にて中
ちゅうか

華バイキング　⇒⇒⇒⇒

　　　13：30　　　　　　　　14：00　　　　　　　　　　　　　　　　15：45

　　☆車
しゃそう

窓からの横
よこはまし

浜市ドライブ　⇒⇒⇒⇒　大
おお

さん橋
ばし

（車
しゃそう

窓）　⇒⇒⇒⇒　赤
あか

レンガ倉
そう こ

庫（車
しゃそう

窓）　

　　⇒⇒⇒　みなとみらい（車
しゃそう

窓）　⇒⇒⇒⇒　横
よこはま

浜ベイブリッジ（バス通
つうか

過）　⇒⇒⇒　＜首
しゅとこう

都高＞

　　⇒⇒　羽
はねだくうこう

田空港（①第
だい

１ターミナル　②第
だい

２ターミナル）　⇒⇒　＜首
しゅとこう

都高＞　⇒⇒　新
しんよこはま

横浜駅
えき

　　　　　16：30　　　　　　　　　　　　　17：00　　　　　　　　　　　18：00

②宿
しゅくはく

泊コース　箱
はこね

根路
じ

を楽
たの

しみましょう！（最
さいしょう

小催
さいこう

行人
にんずう

数：28人
にん

）

　　参
さ ん か ひ

加費用
よう

　28,500 円
えん

　◎行
こうてい

程

　　〇初
しょにち

日

　　　聖
せいこう

光学
がくいん

院出
しゅっぱつ

発　⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒　車
しゃそう

窓からの横
よこはまし

浜市ドライブ　⇒⇒⇒⇒

　　　　13：30　　昼
ちゅうしょく

食（横
よこはま

浜崎
きようけん

陽軒　シウマイ弁
べんとう

当）

　　　横
よこはままちだ

浜町田 IC　⇒⇒　＜東
とうめいこうそく

名高速＞　⇒⇒　海
え び な

老名 SA（休
きゅうけい

憩）　⇒⇒　＜小
お だ わ ら

田原厚
あつぎ

木道
どう ろ

路＞

　　　⇒⇒　箱
はこね

根 IC　⇒⇒⇒⇒　箱
はこね

根湯
ゆも と

本温
おんせん

泉　箱
はこね

根パークス吉
よしの

野（宿
しゅくはく

泊）

　　　　　　　　　　16：30

　　〇２日
か め

目

　　　ホテル（出
しゅっぱつ

発）　⇒⇒大
おおわくだに

涌谷駅
えき

　箱
はこ ね

根ロープウェイに乗
の

り換
か

え　⇒⇒　＜箱
はこね

根ロープウェイ＞

　　　　９：00　　　　　９：45　　　　　　　　　　　10：45

　　　⇒⇒⇒　桃
とうげん

源台
だい

駅
えき

　⇒⇒⇒　箱
はこね

根関
せきしょ

所物
ものがたり

語（昼
ちゅうしょく

食・買
か

い物
もの

）　⇒⇒⇒　箱
はこね

根 IC　⇒⇒

　　　　　11：00　11：15　　　　　　　　　　　13：00

　　　＜小
お だ わ ら

田原厚
あつぎ

木道
どう ろ

路・東
とうきょう

京高
こうそく

速＞　⇒⇒　新
しんさくらがおか

桜ケ丘 IC　⇒⇒　到
とうちゃく

着場
ばし ょ

所①　新
しんよこはま

横浜駅
えき

　⇒⇒⇒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14：50　15：00

　　　⇒⇒　到
とうちゃく

着場
ばし ょ

所②　羽
はねだくうこう

田空港第
だい

一
いち

ターミナル　⇒⇒　到
とうちゃく

着場
ばし ょ

所③　羽
はねだくうこう

田空港第
だいに

二ターミナル

　　　　　　16：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　16：15

※到
とうちゃく

着時
じか ん

間は全
すべ

て目
めや す

安です
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二
〇
一
八
年
五
月
八
日
発
行
（
毎
週
火
曜
日
）
Ａ
Ｊ
Ｕ
通
巻
一
三
〇
二
六
号　

発
行
所　

東
海
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
―
六
―
四
三　

み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
四
Ｆ　

低
料
第
三
種
郵
便
物
認
可　

定
価
一
〇
〇
円

担
たんとう

当窓
まどぐち

口：（株
かぶ

）タビックスジャパン（観
かんこうちょう

光庁長
ちょうかん

官登
とうろく

録旅
りょこうぎょう

行業第
だい

197 号
ごう

）町
まち だ

田支
して ん

店
　　　　　194-0013　東

とうきょうと

京都町
ま ち だ し

田市原
はらまちだ

町田 3-14-15
　　　　　TEL：042-728-6011
　　　　　FAX：042-728-7440
　　　　　担

たんとう

当：松
まつもと

本　達
たつや

也

■�この旅
りょこう

行は、株
かぶしきがいしゃ

式会社タビックスジャパン・町
まち だ

田支
し て ん

店が企
きか く

画・募
ぼしゅう

集する旅
りょこう

行であり、この旅
りょこう

行に
参
さんか

加されるお客
きゃくさま

様は当
とうしゃ

社と募
ぼしゅう

集型
がた

企
きか く

画旅
りょこう

行契
けいやく

約を締
ていけつ

結することになります。また契
けいやく

約の内
ないよう

容、条
じょうけん

件は、
パンフレット、本

ほん

旅
りょこう

行条
じょうけん

件書
しょ

、出
しゅっぱつまえ

発前にお渡
わた

しする確
かくてい

定書
しょめん

面（行
こうてい

程案
あんないしょ

内書）および当
とうしゃ

社旅
りょこうぎょう

行業約
やっかん

款
募
ぼしゅう

集型
がた

企
きか く

画旅
りょこう

行契
けいやく

約の部
ぶ

によります。
■�当
とうしゃ

社がお客
きゃくさま

様に交
こう ふ

付した企
きかくしょ

画書面
めん

の内
ないよう

容に関
かん

し、旅
りょこう

行契
けいやく

約を申
もう

し込
こ

もうとするお客
きゃくさま

様は、当
とうしゃ

社所
しょてい

定の
旅
りょこう

行申
もうしこみしょ

込書に所
しょてい

定の事
じこ う

項を記
きにゅう

入の上
うえ

、当
とうしゃ

社が定
さだ

める申
もうしこみきん

込金を添
そ

えてお申
もうしこ

込みいただきます。申
もうしこみきん

込金
は旅

りょこう

行代
だいきん

金をお支
しはら

払いいただくときに、その一
いちぶ

部として繰
く

り入
い

れます。
■�旅
りょこう

行契
けいやく

約内
ないよう

容の変
へんこう

更・解
かいじょ

除に伴
ともな

う手
てすうりょう

数料は、当
とうしゃ

社規
きて い

定の旅
りょこう

行業
ぎょうむ

務取
とりあつかい

扱料
りょうきんひょう

金表に準
じゅん

じます。
■�旅

りょこう

行契
けいやく

約の成
せいりつご

立後、お客
きゃくさま

様の都
つご う

合で旅
りょこう

行を取
と

り消
け

される場
ばあ い

合は、旅
りょこう

行代
だいきん

金に対
たい

しておひとりにつき
下
か き

記の料
りょうりつ

率で取
とりけし

消料
りょう

をいただきます。
　旅
りょこう

行開
か い し び

始日の前
ぜんじつ

日から起
きさん

算してさかのぼって 21日
にちまえ

前まで：無
むりょう

料
　旅
りょこう

行開
か い し び

始日の前
ぜんじつ

日から起
きさん

算してさかのぼって 20日
か

から８日
かまえ

前まで：旅
りょこう

行代
だいきん

金の 20％
　旅
りょこう

行開
か い し び

始日の前
ぜんじつ

日から起
きさん

算してさかのぼって７日
か

から２日
かまえ

前まで：旅
りょこう

行代
だいきん

金の 30％
　旅
りょこう

行開
かい し

始の前
ぜんじつ

日：旅
りょこう

行代
だいきん

金の 40％／旅
りょこう

行開
か い し び

始日の当
とうじつ

日：旅
りょこう

行代
だいきん

金の 50％
　旅
りょこう

行開
か い し び

始日の解
かいじょ

除：無
む

連
れんらく

絡不
ふ さ ん か

参加：旅
りょこう

行代
だいきん

金の 100％
■その他

ほか

の条
じょうけん

件は、当
とうしゃ

社旅
りょこう

行条
じょうけん

件書
しょ

および約
やっかん

款に準
じゅん

じます。詳
しょうさい

細はお問
と

い合
あ

わせください。

◇�カ 障
しょうれん

連ホームページ：http://challenged-
catholic.net/
◇�会

かいほう

報「わ」の点
てん じ

字版
ばん

・テープ版
ばん

につきまして
は事

じむきょく

務局までお申
もう

し込
こ

みください。
◇�カ障

しょうれん

連の活
かつどう

動にご理
りか い

解とご支
しえ ん

援をお願
ねが

いしま
す。
　�郵

ゆうびんきょく

便局振
ふりかえ

替口
こう ざ

座番
ばんごう

号：00100-7-31254
　加
かにゅうしゃ

入者名
めい

：日
にほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会

日
に

本
ほん

カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会会
かいほう

報
発
はっこうせきにんしゃ

行責任者：日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらくきょうぎがい

絡協議会
　　　　　　会

かいちょう

長　江
え ど

戸　徹
とおる

事
じ

務
む

局
きょく

：〒466-0037　名
な ご や し

古屋市昭
しょうわく

和区恵
えほ う

方町
ちょう

2-15
　　　　　カトリック名

な ご や

古屋教
きょうく

区社
しゃかい

会福
ふく し

祉委
いいんかいしつ

員会室内
ない

　　　　　Tel：052-852-1426　fax：052-852-1422
　　　　　携

けいたい

帯：080-6176-4489

郵
ゆうびんきょく

便局振
ふりかえ

替口
こう

座
ざ

番
ばんごう

号：0 0 1 0 0 - 7 - 3 1 2 5 4
（同
どうふう

封の振
ふりこみ

込用
よう し

紙をご利
りよう

用ください）

会
かい

　　費
ひ

：年
ねんかん

間１口
くち

　1,000円
えん

　　　　　（団
だんたい

体　10口
くち

以
いじょう

上　個
こじ ん

人　１口
くち

以
いじょう

上）

加
かにゅうしゃ

入者名
めい

：日
に

本
ほん

カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会
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